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　景観行政団体への移行を見据えた運用段階の組織のあり方について検討するとともに、一人ひとりの暮らしぶり
や、コミュニティー活動の積み重ねによって、地域特性を生かした、質の高い景観が創出されることから、小中学
校教員を対象に景観まちづくり講座を開催しました。

＜行政評価委員会からの意見に対する取組内容＞
意見なし

68

22%

　（仮称）名張市景観計画の策定においては、地域ビジョンなど地域のまちづくりの方向性と整合を図るととも
に、地域づくり活動と連携して、景観まちづくりの普及啓発及び担い手の発掘に努めました。

○地域等との連携、協働に向けた取組

　景観計画策定に向けた景観行政団体への移行を見据え、必要な組織体制を整える必要があるとともに、景観計画
策定の目的を市民、地域、事業者と共有し、まちづくりに生かすことが重要であることから、計画策定後において
も継続して景観に配慮したまちづくり意識の醸成に取り組む必要があります。

＜行政評価委員会からの意見＞
意見なし

72.0

○目標達成に向けた課題

-

- -

成果 - 136 180 180 200

２．目標

2012 
(H24)

65.5

目標 -

・都市マスタープラン及び名張市総合都市交通マスタープランに基づき、長期的な視点から市街地の土地利用、都
市基盤や都市施設のあり方を検討し、総合的かつ計画的で持続可能なまちづくりを進めます。
・誰もが暮らしやすく、活動しやすいユニバーサルデザインの考え方を取り入れた都市施設や交通体系等の整備を
進めます。
・景観法に基づく景観計画の策定など、良好な景観を形成するため、具体的な施策の実施を目指します。

進捗率

75.1

自分が住む地域におけるまち並みなど景観や環境が
良好であると感じる市民の割合　（％）

施策指標（目標）の内容　（単位）
現状値
（H20)

○重点目標

73.7

施策評価管理シート 　　

１．施策の基本方針

魅力的な都市環境づくり

都市環境

連絡先　（担当室名）

都市整備部

部長名

施　　策

1

2

基本施策

人が行き交い活力あふれる、安全で快適な暮らし

担当部局名

松本　壽次

政　　策 3

63-7764（都市計画室）

施
策
体
系

72.1成果

- 69.0

３．取組内容

○課題解決への取組内容

82 95 83%

300 - 600景観形成をテーマとするフォーラム等への参加人数
【延べ値】　（人）

目標

・環境、福祉、文化などの分野や地域づくりの取組と連携しながら、周辺のたたずまいと調和する都市施設の整備
などを計画的に進めます。 
・美しい市土を形成するために、地域住民と協働して、景観形成を進めるための計画や制度の充実に取り組みま
す。

2011 
(H23)

2014 
(H26)

2015
(H27)

○施策指標（目標）及び達成状況

2013 
(H25)

69.1 100%

- 113都市計画法や都市計画制度などにかかる市民へのＰ
Ｒ回数【延べ値】　（回）

目標 - -

成果 8 37 60
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（合計 事業)

部局による評価
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継続（現
行）

都市計画総務一般経費（景観計
画策定業務）

Ｃ
該当しな
い
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担当室による評価
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該当しな
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継続（現
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Ａ Ｂ
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貢献度

事務
事業
ｼｰﾄ
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事務事
業シー
トでの
今後の
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2013 
(H25)

地域づ
くり組
織等と
の連
携・協

働

事業名・担当室名

都市計画総務一般経費

2014 
(H26)

282

事務事
業の施
策への
貢献

422都市計画室

４．施策達成のための事務事業及び評価

0

都市計画室

6087 屋外広告物簡易除却事務費

小計（うち、特別会計・企業会計・組合会計分）

291

291

0

小計（うち、一般会計分）　　　　　　　　　　 422

合計（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　 422

維持管理室

0 0

0

５．部局による施策評価

評価

計画どおり事業推進

６．今後の施策の方向性、改善方法

　次世代に引き継ぐ魅力ある都市環境の創出に向け、違反広告物のパトロール強化などを進めます。
　また景観に対する住民意識の醸成を図りながら、景観行政団体に移行し、（仮称）名張市景観計画や（仮称）名
張市景観条例の策定を進めるとともに、地域資源の活用や地域活動による質の高い地域景観の創出を目指し、身の
回りで一人でも出来る市民参画型の取組も併せて検討します。

　年次的に取組んでいる景観まちづくり連続講座として平成２６年度は環境教育としての景観まちづくりをテーマ
として、小中学校教員を対象とした講座を開催しました。この講座をきっかけとして複数の学校が景観まちづくり
教育プログラムの実施を予定していただいています。

成果・評価理由

事業費
(単位：千円)
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